
目　　的：

開 催 日： 平成２２年９月１８日（土）（予定）

開催場所： 関市文化会館　関市桜本町2丁目30番地1

主　　催： 関市公共交通活性化協議会

後　　援： 関市、長良川鉄道

収支予算書：
（収入の部）

（支出の部）

計 1,080,000円

区　　分 予　算　額 摘　　　要
国庫補助金 540,000円

会　議　費 20,000円
印刷代　10,000円

基調講演講師謝礼　100,000円×1人

東京(@10,990×2＝21,980円)

報　償　費 140,000円
基調講演講師謝礼　10,000円×4人

郵送料(@80×2,000枚＝160,000円)
会場使用料 50,000円 施設使用料(文化会館使用料)

広報宣伝費 240,000円
チラシ作成費(@35×4,000枚＝140,000円)

運営委託料　100,000円

お茶代　10,000円

計 1,080,000円

通信運搬費 160,000円

案内看板(@10,000円×５枚＝50,000円)

関市負担金 540,000円

ポスター作成費(@500×200枚＝100,000円)

ＰＲ看板(@20,000円×10枚＝200,000円)

展示演出費 440,000円 屋外音響施設レンタル料　60,000円
講演看板等　30,000円

資料４

平成17年２月の市町村合併により、広大な市域となった関市は、平成20
年に地域公共交通総合連携計画を策定し、地域間や地域内を結ぶバス路
線など、市域全体の公共交通網を見直し、ネットワーク化の構築に向け
て事業を展開している。また、全国各地においては、日本で初めての乗
合バスが運行された日が９月20日であり、この日を「バスの日」と定め
られていることから、各種の記念イベントが開催されている。関市にお
いても、日頃のバス利用者への感謝、人・地域・環境にやさしい公共交
通機関としてのバスのＰＲ、さらには、バス利用の促進を目的に、連携
計画の事業として開催する。

平成22年度公共交通シンポジウム実施計画（案）

旅　　　費 30,000円
高速代(@2,000円×２回＝4,000円)

区　　分 予　算　額 摘　　　要


